
施策名

施策の概要

達成すべき目標

２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度
当初予算（ａ） - - 74 80
補正予算(b) - - 0 0

繰り越し等（ｃ） - - 0 0
合計（ａ＋ｂ＋ｃ） - - 74 80

- - 57

基準値 目標値
年度 １８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 年度

学識経験を有する者の知
見の活用

環境大臣から「環境基本計画について」の諮問（平成23年3月）が行われ、中央環境審議会総政部会に
おいて見直しを検討している。

測定指標

実績値

年度ごとの目標値

第三次環境基本計画の総
合的環境指標（一部）

「別紙のとおり」

施策に関する評価結果

目標の達成状況

第三次環境基本計画（平成18年4月7日閣議決定）の効果的実施につい
ては、同計画策定以降の環境保全に関する取組状況についてみると進
展がみられるが、環境の現状をみると各分野で未だ多くの課題を抱えて
いる状況と言える。また、施策を点検する枠組み構築、環境白書等様々
な手段による施策の状況に関する普及啓発、環境指標の検討やその基
礎となる環境統計データの充実、環境保全経費の見積り方針の策定や
とりまとめ等において進展があった。

目標期間終了時点の総括

第三次環境基本計画を基本として進められている環境施策を概観する
と、地球温暖化問題については、地球温暖化対策推進法に基づく京都
議定書目標達成計画や低炭素社会づくり行動計画が、物質循環の確保
と循環型社会の構築については、循環型社会形成推進基本法に基づく
第二次循環型社会形成推進基本計画が、生物多様性の保全について
は、第三次生物多様性国家戦略のほか、生物多様性基本法に基づく生
物多様性国家戦略2010が策定されるなど、近年、各分野における環境
施策の基本的枠組みが充実してきた。また、環境施策全体を対象とし
て、重点的に着手すべき8つの戦略を掲げた21世紀環境立国戦略が策
定されており、施策の重点化も進められている。一方、各主体の取組を
見ると、進展はみられるものの、各分野で未だ多くの課題を抱えている
状況にある。環境保全の取組が着実に進むよう、各種施策実施のため
の財政措置を講ずるとともに、施策の点検結果に示した内容を、各界各
層に広く周知し、国、地方公共団体等の行政主体については、環境基
本計画の目標達成に向け、具体的施策に反映し、引き続き着実に環境
施策を進めていく。また、引き続き、啓発対象に合わせた柔軟かつ多様
な手法を展開することにより、環境基本計画に係る取組等の普及啓発
を効率的に進める。今後予定されている第三次環境基本計画の見直し
においては、現下の経済社会状況の変化を踏まえつつ、点検結果を適
切に反映させるとともに他の計画との調和を図る。

執行額（百万円）

施策に関係する内閣の重
要政策（施政方針演説等
のうち主なもの）

施政方針演説等の名称 年月日 関係部分（抜粋）

各主体における環境配慮の織り込みの推進や環境白書等を活用した普及啓発等を行うなど、環境基本
計画の効果的な実施により、環境保全に関する施策の効果的な実施を図るとともに、環境基本計画の
見直しを行う。

環境の保全に関する施策の総合的かつ計画的な推進。

施策の予算額・執行額等

区分 ２４年度要求額

予算の
状況

（百万円）

69

69

目標管理型の政策評価に係る評価書の標準様式
別紙２

（環境省22-33 ）

目標９－１環境基本計画の効果的実施



政策評価を行う過程にお
いて使用した資料その他
の情報

担当部局名
平成23年
６月

環境計画課 作成責任者名 加藤 庸之 政策評価実施時期



別紙
基準値 目標値
年度 １８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 年度

1.341 1,374 1,282 1,231

ー ー ー ー ー
基準値 目標値
年度 １８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 年度

34.8 36.1 36.1 約39
ー ー ー ー ー

基準値 目標値
年度 １８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 年度

12.5 13.5 14.1 約14
ー ー ー ー ー

基準値 目標値
年度 １８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 年度

29 27 22 約28
ー ー ー ー ー

基準値 目標値
年度 １８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 年度

90.7 94.4 95.5 95.7

ー ー ー ー ー
基準値 目標値
年度 １８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 年度

20 31 25 20

ー ー ー ー ー
基準値 目標値
年度 １８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 年度

86.3 85.8 87.4 87.6

ー ー ー ー ー
基準値 目標値
年度 １８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 年度

93.2 93 93.1
ー ー ー ー ー

基準値 目標値
年度 １８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 年度

27,906 27,326 22,725

ー ー ー ー ー
基準値 目標値
年度 １８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 年度

19.7 22.9 ー

ー ー ー ー ー
c-1：NO2（自排局）の環境基準達成率
d-1：BOD又はCODの環境基準達成率
f：脊椎動物の評価対象種数に対する絶滅のおそれのある種数の割合

b-1
物質循環分野：資源
生産性（万円/ｔ）

年度ごとの目標値

a
地球温暖化分野：温
室効果ガスの年間総
排出量（百万t-CO2）

年度ごとの目標値

年度ごとの目標値

年度ごとの目標値

b-3
物質循環分野：最終
処分量（百万t）

年度ごとの目標値

年度ごとの目標値

b-2
物質循環分野：循環
利用率（％）

年度ごとの目標値

年度ごとの目標値

c-2

大気循環分野：都市
域における年間の
30℃超高温時間数・
熱帯夜日数

年度ごとの目標値

年度ごとの目標値

c-1
大気循環分野：大気
汚染に係る環境基準
達成率（％）

年度ごとの目標値

年度ごとの目標値

d-2
地下水の環境基準
達成率（％）

年度ごとの目標値

年度ごとの目標値

d-1
水環境分野：公共用
水域の環境基準達
成率（％）

年度ごとの目標値

年度ごとの目標値

年度ごとの目標値

f

生物多様性分野：脊
椎動物、昆虫、維管
束植物の各分類群
における評価対象種
数に対する絶滅のお
それのある主数の割
合

年度ごとの目標値

年度ごとの目標値

年度ごとの目標値

e

化学物質分野：ＰＲＴ
Ｒ対象物質のうち環
境基準・指針値が設
定されている物質等
の環境への排出量
t/年）
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